
　事例提供はキャロットサポートセンターの村上氏（写真下）。テーマは「ストレングスモデルに着目し①本

人はどう生きたかったのか②そのために支援者は何ができるのか」を考えました。身体的には心疾患があり、

ペースメーカーを装着している非定形型精神病。60代前半で介護保険対象外。何とか特定疾病の診断がお

り、介護保険の利用が開始され回復傾向となったというケースでした。村上氏のご苦労は計り知れないもの

だったと考えられます。当時、使えるサービスも限られており、また本人の拒否も見られましたが村上氏の誠

意ある対応、尽力のおかげで退院時カンファレンスでは医療事業者を始め福祉関係者で13名のスタッフで開

催されました。

　発表された意見から、もっと早い段階から色んな人を巻き込んで情報を共有し支援しても良かったのでは？

今後、このケースの様な場合は地域のご理解が必要ではないか？民生委員や包括に協力を仰ぎ、サービスで埋

める事のできない「すきま」をどう埋めて生活を支えていくかを話し合ったグループもありました。またＣＭ

には制約が多いので他機関に協力を仰ぎやすいかもしれない。昨今、身寄りのない、障がいを持っているとい

うケースは増えているため、行政・医療・福祉・障がい支援等顔の見える関係を築いていく事は重要と考え

る。また、この様なケースは何処に相談すればいいのか、支援者も相談できる場、他専門職の違う視点からの

意見を貰える場が必要ではないか？など、各グループ活発な意見交換が行われました。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成29年10月吉日

鎌倉ケアマネ連絡会

役員会　広報部

                    平成29年度　第二回　「鎌倉市医療福祉連携会議」に出席しました

　昨年度から鎌倉連絡会では、地域包括ケアシステム構築に

向けて行政・地域包括支援センターとの連携・ネットワーク

強化を図っています。

　平成29年10月27日に第2回「鎌倉市医療福祉連携会議」

に連絡会として出席してきました。今回は、「障がい福祉支

援」の事例を通して意見交換を行いました。総勢、52名(市

内医療機関ＭＳＷ、鎌倉市役所高齢者いきいき課、障害者福

祉課、市民健康課、保険年金課、生活福祉課、鎌倉保健福祉

事務所、地域包括支援センター、市内居宅主任ケアマネ

ジャー、障害者相談支援事業所）で意見交換が行われまし

た。（写真右）

　　　　　　　　　グ　　ル　ー　プ　ワ　ー　ク　か　ら　学　ぶ

第二回にも参加してきました。高齢者だけではなく支援者は地域全体を支援

していく重要性を学びました。ありがとうございました。小林

鎌倉ケアマネ連絡会 かわら版

総評：鎌倉保健福祉事務所

保険福祉課長 猿田氏

障がい福祉からの事例でしたが、皆、高齢者になるので、障が

い・高齢者と分けては考えられない事だと思います。地域共生社

会の取り組みが始まって行くので、専門職の専門性はあるけれど、

支援の体制作りも必要と感じました。こういう場で話し合いが出

来て良かったと思います。

次回 医療福祉連携会議 2018年1月24日（水）

キャロットサポートセンター 村上氏



鎌倉市障害者支援協議会　権利擁護・相談支援部会より

鎌倉市基幹相談支援センター電話：0467-39-6122

もしくは

鎌倉市障害者福祉課 電話：23-3000 内線2693

我々、ケアマネジャーは高齢者の方の支援を行っておりますが、高齢者

の方が置かれている環境は多様化しております。地域包括ケアシステム

構築に向け、地域共生社会の実現！「我が事・丸ごと」の地域作り、包括

的な支援体制の整備を・・・等言われております。そのような中障害をお

持ちの、家族の支援も同時に考えていかなくてはなりません。その際、ど

こに、何を相談したらよいのか・・・と悩む事はございませんか？

先日、鎌倉ケアマネ連絡会の役員会へ、鎌倉基幹型相談支援センター

の平田さんにお越しいただき鎌倉市障害者支援協議会権利擁護・相談支

援部会で作成された 「相談支援のための 精神保健福祉ガイド☆か

まくら」 （下図写真参照）の説明にお越しいただきました。皆様の日頃の
業務に役立つ情報が掲載されております。（精神保健福祉相談フロー

市内医療機関の情報等々）

冊子ご希望の方は、

下記までお問い合わせください。
↓↓↓

http://www.irasutoya.com/2017/07/blog-post_827.html
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